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• 傾斜した太陽光パネルが車載された場合について、入射光の角度
分布（日本全国の平均値）と幾何学的光学モデルを用いて、発電
量を計算した。

• 自動車の真横に設置したパネルにおいても屋根に取り付けたパネ
ルの1/4以上の出力が得られることがわかった。

• 輸送部門における低炭素化技術の一つとして高効率太陽電池の
車載利用が検討されている。車載においては、定置型への利用と
異なる状況のため、発電量評価の技術確立が課題となっている。

• 自動車に搭載するには、平面部分のみならず側面や、ボンネット
部など、曲面パネルの搭載も検討されている。太陽光発電パネル
を車載利用する際に、曲面パネルを搭載することによる発電量の
評価モデルを構築すること、またそれを実験的に評価するための
指針を得ることが必要である [1]。

• 本研究の目的は、曲面パネルにおける発電量を評価する際に導
入する“Curve correction factor”の特性を理解することである。

• 曲面太陽電池パネルの発電量の評価に向けて、平面パネルと比
較する”Curve correction factor”が提案された[2]。

• モンテカルロシミュレーションにより、曲面/平面の面積比との間に
線形関係が見いだされたが、その妥当性の検証が必要だった[2]。

• 曲面が40°以下である場合については、発電量ݏܾܣሺߠሻ
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ネルの傾斜角度に依らない（±5%以内）。

• Curve correction factorがパネル形状に依存しない。

• 本研究では、自動車に搭載した太陽電池パネルにおける発電量
の計算を行った。

• Curve correction factorの基礎特性を計算により見出した。
• 傾斜が40°未満の曲面パネルにおいては、Curve correction factor

を用いた発電量評価が妥当であることを見出した。

• 任意の曲面パネルにおける発電量予測の３次元モデルを提案し
た。

図１ Curve correction factorの概念図 [2] 図２シミュレーション結果 [2]

図３車載太陽電池における発電量の計算モデル（左）、照射光強度（中央）、傾
斜した太陽光パネルにおける発電量の計算結果（右） [3] 図4 Curve correction factorの計算モデル（左）、計算結果（右） [3]

• パネルの設置角度に依るものの、Curve correction factorは面比率
に線形の関係があることを幾何学的計算により確認した。

今後の課題：３次元モデルの導入

• 地面に垂直な軸を中心とした極
座標の導入により、非曲面パネ
ルの傾斜角度分布を計算するこ
とができる。

• 任意の太陽電池パネル形状と
発電量の計算モデルを構築する
ことが今後の課題である。

図5 曲面パネル車載太陽電池における発電量の計算モデル（左）と計算結果（右） [3] 図6 一般化にむけた極座標モデル [3]
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